
 

【石原検査表Ⅱに関して】 
 

平素より、弊社製品をご愛顧いただき誠にありがとうございます。 

弊社製品 【石原式色覚検査表Ⅱ（国際版・24 表・コンサイス版）】の受注増加により製造が追いつけず、皆さまに多

大なるご迷惑をお掛けしている事を深くお詫び申し上げます。現在、生産ラインを大幅に増やし、在庫状況は徐々に改善

していく予定でございますので、お手元に届くまで、今しばらくお待ちいただければ幸いです。 

 

さて、皆さまご存知の通り、昨年の文部科学省通知により色覚検査が見直され、様々な個所より本製品に関する多種多

様なご質問等を頂いておりますので、ここに簡単に説明をさせていただきます。 

 

本製品は、1916 年に故石原忍先生（後に東京大学 眼科教授）が創案・研究を行い、その特性により世界的な定評を得

て、現在に至るまで色覚の基準として用いられてきた製品です。現在は、その門下生により構成された「公益財団法人  

一新会」http://square.umin.ac.jp/issinkai/にて、版下等の品質管理、色覚に関する正しい知識の普及活動、色覚に関す

る研究助成等の活動が行われております。また、平成 25 年には旧石原色覚検査表の構成等が全般的に見直され、現在の【石

原色覚検査表Ⅱ】を発刊いたしました。（弊社は、石原忍先生の時代より同活動に協力し、現在では唯一製造の認可を頂き、

医療機器として製造させていただいております） 

平成 26 年 4 月 30 日には、文部科学省より「学校保健安全法施行規則の一部改正等について」に色覚検査に関する事項

が盛り込まれ、各都道府県知事・各都道府県教育委員会教育長…他の各機関長へ通知、平成 28 年 4 月 1 日に施行され、

http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/1347724.htm、検査査方法等の留意点は、「公益財団法人 学校保健会」にマ

ニュアル掲載 http://www.gakkohoken.jp/book/ebook/ebook_H270050/H270050.pdf、「公益財団法人 日本眼科学会」「公

益社団法人 日本眼科医会」からは、【石原色覚検査表Ⅱコンサイス版（14 表）】の使用が推奨されております。

http://www.gankaikai.or.jp/colorvision/20151115_view.pdf#search='%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E4%BF%9D%E5%8

1%A5+%E7%9F%B3%E5%8E%9F' 

※その他各所より御推奨を頂いておりますが、本説明では割愛させて頂く事をお許しくださいませ。 

その為、現在では全国の公共機関・教育機関など様々な機関において【石原色覚検査表Ⅱコンサイス版（14 表）】が普

及しております。また、各医療施設様におかれましては、その上位版であり互換性のある、【石原色覚検査表Ⅱ（国際版

38 表）・（24 表）】をご使用いただければ幸いです。尚、本製品はその商品特性より 5 年程度での買い替えが推奨されてお

りますのでご注意くださいませ。 

 

弊社は、これらの製造・販売の活動を通じて、社会に色覚の正しい知識が普及される事を願い、微力ながらその事業へ

の協力が出来ればと考えておりますので、【石原色覚検査表Ⅱ】と共に宜しくお願い申し上げます。 

平成 28 年 6 月 

株式会社 半田屋商店・株式会社 はんだや 

 

※一部の類似製品等に関するご質問に関しては、比較等を含めて回答を差し控えさせていただいております。本説明にて

ご理解いただければ幸いです。 
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